
令和５年度福島県立高等学校入学者選抜における選抜方法 

別紙２ 

【調査票】 

学校番号 学 校 名 課   程 

８０ 福島県立白河第二高等学校 定時制 

 

【前期選抜】 

特色選抜  

大学科  

小学科  

募 集  

定員枠  
志願してほしい生徒像  

普通科  
２０％

程度  

本校では、勤労と学業の両立を通して、良識ある判断と行動力の獲得、健康で心豊かな生活の実現を目指しており、次のような生徒を求めます。  

【学ぶ意欲】クラスや集団の中で切磋琢磨しながら学び、学力をはじめとする自らの能力を高めたいという強い希望がある者。  

      高校卒業の資格を修得したいという強い意志を持ち、各教科の学習や特別活動に積極的に取り組むことができる者（年齢は問わない）。  

【働く意欲】現在、社会人として就労（アルバイトを含む）している、または入学後に就労する具体的な計画がある者。  

【目  標】失敗を恐れず、何事にも挑戦し、自分を成長させたいという意欲がある者。  

      将来の夢を持ち、その実現に向かって努力することができる者。  

【健康と心】４年間継続して勤労と学業を両立し、規則正しい生活習慣を送ることができる者。  

      善悪の判断ができ、自分や他人を大切に扱うことができる者。  

【そ  の  他】夜間定時制高校についての知識があり、白河第二高校の概要を理解している者。  

選  抜  資  料  

学 力 検 査  特色選抜志願理由書  調 査 書  特 色 面 接  特 色 検 査  選抜資料の満点  備 考  

国語・数学・英語の３

教科とする。  

学力検査の満点を  

１５０点とし、傾斜配点

は行わない。  

 

本校への志望動機及

び将来への抱負、高校生

活で特に学びたいこと

等について本人が記入

する。  

また、全日制や通信制

課程でなく、定時制課程

を希望する理由を記入

する。  

「各教科の学習の記

録」は１３５点満点と

し、「特別活動等の記録」

と「長所・特技等の記録」

は５５点満点として、合

計１９０点満点とする。 

個人面接を実施する。 

個人面接では、本校で

の学ぶ意欲や受験者が

自らの考えをまとめ適

切に伝えることができ

るかをみる。  

面接については、段階

評価する。  

作文を実施する。  

あるテーマについて、

６００字程度で自分の

考えを整理しまとめる。 

特色検査については、

１００点満点とする。  

全体の満点は、４４０

点とする。  

※年齢 20

歳以上の

志願者に

ついては、

調査書の

提出を免

除する。  

 



令和５年度福島県立高等学校入学者選抜における選抜方法 

別紙２ 

【調査票】 

学校番号 学 校 名 課   程 

８０ 福島県立白河第二高等学校 定時制 

 

一般選抜 

大学科  

小学科  
募集定員  

選  抜  資  料  学力検査と調査

書の成績の比重  
備 考  

学 力 検 査  調 査 書  一 般 面 接  

普通科  （４０）  

国語・数学・英語の３教科

とする。  

学力検査の満点を１５０点

とし、傾斜配点は行わない。  

「各教科の学習の記録」は１９５点

満点とし、「特別活動等の記録」は５５

点満点として、合計２５０点満点とす

る。  

個人面接を実施する。  

志願者の適性と目的意識を

確認するとともに、表現力に

ついてみる。  

 面接については、段階評価

する。  

同等とする。  ※年齢 20 歳

以上の志願者

については、

調査書の提出

を免除する。  

 

【後期選抜】 

大学科  

小学科  

選  抜  資  料  
備 考  

調  査  書  面    接  小論文（又は作文）  

普通科  

「各教科の学習の記録」は１３５点

満点とし、「特別活動等の記録」は５５

点満点として、合計１９０点満点とす

る。 

個人面接を実施する。  

個人面接では、本校での学ぶ意欲や受験

者が自らの考えをまとめ適切に伝えるこ

とができるかをみる。  

面接については、段階評価する。 

作文を実施する。  

 あるテーマについて、６００字程度で自分の

考えを整理しまとめる。  

 作文については、点数化し、１００点満点と

する。 

※年齢 20 歳

以上の志願者

については、

調査書の提出

を免除する。  

 


